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プロローグ

地球環境は 46億年の長い地球史を通じてさまざまに変化してきた。気候変動も同様であり、地

球史を詳しく解析すること無しに気候変動を予測することは、人の育ちを知らずにその行動を予

測するに似てナンセンスである。気候変動はまた、地球システムの一部であり、当然にシステム

を構成するさまざまな要素に影響される。短期的なそれらは太陽活動、大気組成、火山活動、宇

宙線強度、地磁気強度であり、長期的には海陸分布変化などのいろいろな地質事件も大きな影響

を持つ。本書で詳しく説明するように、宇宙線と地磁気は地球の平均気温に決定的に影響する地

球を覆う雲量に影響する重要な気候支配要素である。さらに、太陽活動も含め、これらの要素は

お互いに干渉し合い、強弱に変化する。気候変動の研究には、これらの諸要素を総合的に解析せ

ねばならない。このような総合的な見地無しに気候変動を語るのは、病人を体温データだけで診

断するようなものである。地球温暖化とその二酸化炭素原因説を強調する IPCC（気候変動に関

する政府間パネル）報告は、まさに上記の総合的な見地を欠いおり、世界を誤った方向に導いて

いるのである。

本書は、このような地球システムを構成するすべての要素の変動のメカニズムと相互の干渉作用

についての最新の研究成果を踏まえ、２１世紀の地球は温暖化でなく寒冷化であるという予測を

示す。そして今人類は地球温暖化の危機ではなく、人口爆発と資源涸渇の危機に直面しており、

その危機はまた、寒冷化の到来によって一層深刻なものになるのである。人類は今、二酸化炭素

削減の努力でなく、地球寒冷化に備え、人口縮小と新エネルギー開発に向けて国際協力を開始す

べき時であることを強調する。
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訳者あとがき（抄）

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）が、その報告（2001，2007）の中で地球温暖化と、そ

の原因としての大気中炭酸ガスへの対策の必要性を世界に訴えて以来、炭酸ガス削減への努力が

世界の潮流になっています。

しかし、2001年の当初から、IPCC報告の描く地球温暖化やその主張する炭酸ガス犯人説は、少

なくない科学者が疑問視していました。たとえば日本では、地球科学者の 90％がそうであったと

指摘されています（丸山，2008a）。残念ながら、IPCCの強力な政治力に対してそのような意見

を実際に表明する科学者は少数で、とりわけ日本ではメディアや関連省庁に全く無視されていま

した。しかし 2009年 11月以降に、IPCC報告書のとりまとめ責任者らの恣意的なデータ操作や

報告作成態度が次々と明らかになってからは、科学者らはもとより、公的機関からも IPCCの責

任追及の声があがりました。

丸山茂徳氏は 2008年に本書の前身である「地球温暖化論に騙されるな！」を著し、IPCC報告

の 21世紀気候予測が、雲量の変化や、それに強く影響する宇宙線強度その他重要な気温変動支

配要素を考慮に入れていないこと、さらには地球史の長い過去の気候変動記録を殆ど無視してい

ることから誤った結論を出していると看破した。そして地球の歴史に学び、地質学、古気候学、

宇宙物理学、天文学等の分野に関わるすべての気候変動支配要素を総合的に解析すべく、多分野

横断型の共同研究プロジェクトを実施し、その結果、21世紀の地球は温暖化ではなく寒冷化に向

かうことを明確に示しました。

本書は上記の「地球温暖化論に騙されるな！」を、著者と相談しつつ大幅に改定した英語版

「Approaching Crisis of Global Cooling and the Limits to Growth – Global Warming is not
Our Future」（吉田勝・ V．スペンサー訳, 2011）を、著者の示唆を受けて日本語に逆翻訳した

ものです。
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